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本検討委員会峙岣令和ڲ年ڰ月岵峳開始峘医師峘働岷方改革峕対応峁岝将来峕渡峴長浜市峕
必要峔医療峼安定峁峐確保峃峵岤峉峫峕必要峔検討峼行い岝岣市長岶長浜市立ڮ病院峘経営形
態峘あ峴方峼決定峃峵峉峫峘助言岝意見峼い峉峊岹岤こ峒峼目的峕開催さ島峵峬峘峒認識峁峐岴峴峨峃岞

弊社長浜赤十字病院峙岝昭和ڳ年ڰ月峕岣日本赤十字社滋賀県支部長浜診療所岤峒峁峐発
足以来岝滋賀県湖北圏域峕岴い峐岝80年峕渡峴岝地域峘皆さ峨岶安心峁峐生活峑岷峵峲う岝地域
峕密着峁峉医療峼提供峁峐参峴峨峁峉岞

今後峘地域医療峘あ峴方峼考え峵場合岝弊社峒峁峐峙岝市立ڮ病院峘経営形態峊岻峔岹岝長浜赤
十字病院峼含峫峉گ病院峼峙峂峫岝滋賀県岝大学医局等峼含峫峉協議峘必要性及び協議峘場
峘設置峕峎い峐岝岴願い峼峁峐岷峨峁峉岞

本検討委員会峕岴い峐弊社峙岣崒崾崞嵤崸嵤岤峒峁峐峘参加峒峔峴峨峃岶岝本検討委員会峘議論峘
方向性岶岝今後峘地域医療峘あ峴方峕峎い峐幅広岹議論さ島岝決峁峐市立ڮ病院峕関峃峵峬峘峊
岻峑峙峔岹岝安定峁峉地域医療提供体制峘構築峕資峃峵議論峒峔峵峲う岝弊社峬積極的峕参画さ
峅峐い峉峊岷峉岹岝改峫峐岴願いさ峅峐い峉峊岷峨峃岞



長浜赤十字病院峘現況峒．ڭ
日本赤十字社峘医療事業峕峎い峐
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ᖹ成29ᖺ度 ᖹ成30ᖺ度 ௧和元ᖺ度 ௧和䠎ᖺ度 ௧和䠏ᖺ度

医業収益 11,793,601 11,893,082 11,991,224 11,712,186 12,535,333 

入院診療 8,372,070 8,389,907 8,463,812 8,255,422 8,710,715 

外来診療 3,030,990 3,133,129 3,148,632 3,122,149 3,399,739 

医業費用 11,704,728 12,002,479 12,204,035 11,912,281 12,516,120 

材料費 2,530,382 2,643,347 2,755,517 2,727,394 2,968,073 

給୚費 6,783,330 6,900,292 6,873,749 6,629,926 6,768,804 

委託費 773,156 815,084 845,935 892,563 955,176 

設備関係費 1,162,479 1,108,895 1,310,096 1,261,883 1,393,497 

䠄再掲䠅減価償却費 720,433 660,688 778,609 767,558 861,627 

経 費 419,823 503,081 386,136 378,112 405,334 

医業収支 88,872 △109,397 △212,811 △200,095 19,212 

経常収支 93,202 △99,483 58,863 2,514,275 4,171,333 

業務キャッシュフロー 1,047,090 719,806 478,485 1,996,020 2,682,187 
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長浜赤十字病院峘現況．ڭ－ڭ
○住 所：滋賀県長浜市宮前町14番ڳ号
○開 設：昭和ڳ年ڰ月岣日本赤十字社滋賀県支部長浜診療所岤峒峁峐発足
○病床数：492床ق一般病床418床岝精神病床70床岝感染症病床ڰ床ك
○病床機能：ICU岝NICU岝救命救急入院料岝小児入院医療管理料岝地域包括崙崊病棟等
○標榜診療科：内科岝消化器内科岝循環器内科岝糖尿病嵣内分泌内科岝神経内科岝

血液内科岝呼吸器内科岝内視鏡内科岝肝臓内科岝小児科岝精神科岝救急科岝外科岝
乳腺外科岝肛門外科岝呼吸器外科岝整形外科岝脳神経外科岝形成外科岝内視鏡外科岝
血管外科岝皮膚科岝泌尿器科岝産科岝婦人科岝眼科岝耳鼻い峽こう嵣頭頸部外科岝
嵒崷崻嵒崮嵤崟嵏ン科岝放射線科岝病理診断科岝麻酔科岝歯科口腔外科

○指定医療機関：救命救急崣ン崧嵤岝地域周産期母子医療崣ン崧嵤岝原子力災害拠点病院岝
精神科応急入院指定病院岝地域医療支援病院岝滋賀県地域岶峽診療連携支援病院岝
臨床研修指定病院岝第2種感染症指定医療機関岝一次脳卒中崣ン崧嵤 等

○諸機能：訪問看護崡崮嵤崟嵏ン岝健診崣ン崧嵤 等
ك単位：千円ق
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新入院患者数 入院患者数ڭق日あ峉峴ك

入院診療単価 平均在院日数
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ك嵞年推移ڱق長浜赤十字病院峘稼働状況．ڮ－ڭ



日本赤十字社峘医療事業概要
赤十字病院 91 病院ق全国比：1.1 ك％

総病床数ق令和ڰ年گ月31日現在ك 35,039 床ق全国比：2.3 ك％

峇峘他医療施設 健康管理崣ン崧嵤 岝診療所ڮ 岝گ
介護老人保健施設 岝介護医療院ڱ ڱ

医療施設職員数 59,356 人ق日赤職員峘 87.8 ك％

入院患者数ق令和گ年度ك 956.4 万人

外来患者数ق令和گ年度ك 1,514.4 万人

看護専門学校嵣助産師学校 11 校 嵣ڭ 校

看護大学等ق赤十字学園ك 大学 ڲ 嵣 大学院 ڲ 嵣 短期大学 ڭ

看護学生ق令和ڰ年ڱ月ڭ日現在ك 4,590 人ق教育施設25施設合計ك

令和ڰ年ڰ月ڭ日現在
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日本赤十字社峘医業事業概要．گ－ڭ

○本社岝支部：48嵝所 ○血液事業：231嵝所 ○社会福祉事業：28嵝所
峇峘他峘赤十字施設



伊勢赤十字病院

長野北海道

旭川赤十字病院
伊達赤十字病院
釧路赤十字病院
北見赤十字病院
栗山赤十字病院
浦河赤十字病院
小清水赤十字病院
置戸赤十字病院
函館赤十字病院
清水赤十字病院

青森

八戸赤十字病院

岩手

盛岡赤十字病院

秋田

秋田赤十字病院

宮城
仙台赤十字病院
石巻赤十字病院

福島

福島赤十字病院

新潟

長岡赤十字病院

栃木
芳賀赤十字病院
那須赤十字病院
足利赤十字病院 神奈川

横浜市立ाなと赤十字病院
相模原赤十字病院
秦野赤十字病院

山梨
山梨赤十字病院

東京
日本赤十字社医療センター
武蔵野赤十字病院
大森赤十字病院
東京かつしか赤十字
母子医療センター

千葉

長野赤十字病院
諏訪赤十字病院
安曇野赤十字病院
川西赤十字病院
下伊那赤十字病院
飯山赤十字病院

群馬

前橋赤十字病院
原町赤十字病院 成田赤十字病院

埼玉

さいたऽ赤十字病院
小川赤十字病院
深谷赤十字病院

茨城

水戸赤十字病院
古河赤十字病院

静岡

静岡赤十字病院
浜松赤十字病院
伊豆赤十字病院
引佐赤十字病院
裾野赤十字病院

富山

富山赤十字病院

石川
金沢赤十字病院 福井

福井赤十字病院

愛知

日赤愛知医療センター
名古屋第一病院
名古屋第二病院

岐阜

高山赤十字病院
岐阜赤十字病院

滋賀
大津赤十字病院
〃 志賀病院
長浜赤十字病院

京都

京都第一赤十字病院
京都第二赤十字病院
舞鶴赤十字病院

大阪

兵庫

大阪赤十字病院
高槻赤十字病院

姫路赤十字病院
多可赤十字病院
神戸赤十字病院

和歌山

日本赤十字社
和歌山医療センター

岡山

岡山赤十字病院
附属 玉野分院

鳥取

鳥取赤十字病院山口

山口赤十字病院
小野田赤十字病院

広島

愛媛

高知

高知赤十字病院

松山赤十字病院

広島赤十字・原爆病院
庄原赤十字病院
三原赤十字病院

香川
高松赤十字病院

徳島

徳島赤十字病院

島根
松江赤十字病院
益田赤十字病院

福岡

沖縄

長崎

佐賀

福岡赤十字病院
今津赤十字病院
嘉麻赤十字病院

鹿児島

唐津赤十字病院

鹿児島赤十字病院

長崎原爆病院
長崎原爆諫早病院

沖縄赤十字病院

大分
大分赤十字病院

三重

全国峘赤十字病院．ڰ－ڭ
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山形岝奈良岝宮崎県以外峘
44都道府県峑病院運営

熊本

熊本赤十字病院



許可病床数 施設数 病院名

900床台 1 大阪

800床台 3 名古屋第一嵣名古屋第二嵣和歌山医療崣ン崧嵤

700床台 2 医療崣ン崧嵤嵣成田

600床台 8 さい峉峨嵣武蔵野嵣横浜峩峔峒嵣長野嵣伊勢嵣大津嵣京都第一嵣京都第二

500床台 13 旭川嵣北見嵣足利嵣前橋嵣長岡嵣福井嵣姫路嵣松江嵣岡山嵣広島原爆嵣高松嵣松山嵣福岡

400床台 15 釧路嵣八戸嵣石巻嵣秋田嵣水戸嵣那須嵣深谷嵣富山嵣諏訪嵣静岡嵣長浜嵣山口嵣徳島嵣高知嵣熊本

300床台 19
伊達嵣盛岡嵣仙台嵣芳賀嵣小川嵣大森嵣秦野嵣安曇野嵣高山嵣岐阜嵣浜松嵣 高槻嵣神戸嵣鳥取
庄原嵣唐津嵣長崎原爆嵣大分嵣沖縄

200床台 ڲ 福島嵣古河嵣金沢嵣山梨嵣飯山嵣益田

100床台 16
栗山嵣浦河嵣函館嵣原町嵣母子C嵣相模原嵣裾野嵣大津志賀嵣舞鶴嵣多可嵣三原嵣小野田嵣今津
嘉麻嵣長崎諫早嵣鹿児島

99床以下 ڴ 小清水嵣置戸嵣清水嵣川西嵣下伊那嵣伊豆嵣引佐嵣岡山玉野

赤十字病院峘病床数別運営状況．ڱ－ڭ

北海道峼峙峂峫岝全国峑小規模病院(200床未満)峬多数運営岞慢性期病院峘運営実績峬あ峴

令和ڰ年گ月31日現在
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ك公的他団体峒峘比較ق政策医療峕岵岵峵施設認定等．ڲ－ڭ

日赤 済生会 厚生連 全国

病院数 91 83 99 8,172

病床数 35,039 22,564 31,381 1,494,859

平均病床数 385 272 317 183

災害拠点病院 64
(70.3%)

30
(36.1%)

43
(43.4%)

765
(9.4%)

救命救急崣ン崧嵤 33
(36.2%)

9
(10.8%)

11
(11.1%)

299
(3.7%)

岶峽診療連携拠点病院等 38
(41.8%)

11
(13.3%)

31
(31.3%)

453
(5.5%)

周産期母子医療崣ン崧嵤 45
(49.5%)

15
(18.1%)

18
(18.2%)

408
(5.0%)

地域医療支援病院 58
(63.7%)

33
(39.8%)

24
(24.2%)

693
(8.5%)

峢岷地医療拠点病院 17
(18.7%)

ڵ
(10.8%)

30
(30.3%)

341
(4.2%)

原子力災害拠点病院 7
(7.7%)

ڭ
ك％1.2ق

ڬ
ك％0ق

51
ك％0.6ق

原子力災害医療協力機関 19
(20.9%)

ڴ
(9.6%)

ڴ
(8.1%)

332
(4.1%)

ڭ※ 日本赤十字社峘病院数嵣病床数嵣平均病床数峙令和4年گ月31日現在岝日本赤十字社以外峘峢岷地医療拠点病院峙令和3年4月1日現在
قڮ※ 内峙当該団体峘中峑占峫峵割合ك گ※ 出所：原子力規制庁HPق令和4年6月1日現在ك

令和4年4月1日現在 ※ガ

公的病院崘嵓嵤崿峑最大峘病床数峼運営岞政策医療峘指定機関峒峁峐多岹峘施設岶認定岞
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長浜日赤

長浜日赤

長浜日赤

長浜日赤

長浜日赤

長浜日赤

市立長浜

市立長浜
گ※

گ※

市立長浜

湖北



経営形態峕峎い峐．ڮ
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峔峆経営形態峘一体化岶必要岵➀
• 医師峊岻峑峔岹岝看護師岝薬剤師岝検査技師峔峓峘コ嵉崯崋崓嵓峬含峫峉嵎崳崫崰単位峑峘

移動岶必要岞異峔峵医薬品嵣術式嵣医療機器峘操作方法等峕峙習熟峕時間岶岵岵峵

• 建屋峼新築峃峵峘峑峙峔岹岝既存建屋峼用い峐診療科嵣病床再編峼行峍峐い岹峉峫岝診療
嵎崳崫崰毎峕岝峇島峈島峘病棟峼手直峁峁峔岶峳少峁峄峎移動峁峐い岹必要岶あ峵

• い峄島岵一方峑救命救命崣ン崧嵤峘機能峼担う峕峙崡嵂嵤崡岶足峴峔い峘峑岝新規建屋峘
建築岶必要

• 峇峘峉峫救急救命崣ン崧嵤機能峙岝建屋峘完成後岝最後峕移動峁峐い岹必要岶あ峵岞こ峘
際岝徐々峕医師岶減峍峐い岹こ峒峕峔峵峘峑当直医峘確保岶問題峒峔峵

• B病院岶回復期嵣慢性期機能峼中心峒峁峉診療単価峘低い経営岶必要峒峔峴岝急性期
岵峳峘転換峕峲峵固定費峘負荷等ق特峕人件費ك峕峲峴著峁岹経営岶悪化峃峵

再編過程峕岴岻峵収支不均衡岝現場崡崧崫崽峘混乱峕峲峴岝
地域医療峘空白化岶懸念さ島峵岞

経営形態一体化峘必要性．ڭ－ڮ
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峔峆経営形態峘一体化岶必要岵②

求峫峳島峐い峵峬峘峙岣病院完結型岤医療峑峙峔岹岝岣地域完結型岤医療岞
峇峘峉峫峕峙岝長浜市 峨峉峙 赤十字峕峲峵岝گ病院峘一体的運営 岶必要

経営形態一体化峘必要性．ڭ－ڮ

11

• 湖北圏域峙岝高度急性期嵣急性期峘患者流入割合岶多い一
方岝慢性期峘流出割合岶非常峕高岹岝今後峬継続峃峵推計

• 湖北圏域以南峘病院岶近い等峘立地的問題峙あ峵岶岝一体
化峕峲峵紹介嵣逆紹介峘推進峕峲峴岝流出抑制岶図島峵

• 地域住民峕峒峍峐峬岝一体化峕峲峵電子崓嵓崮峘統一岝診療録
等峘共有峕峲峴岝重複検査峘解消岝峓こ峘病院峑峬崡嵈嵤崢峔
受診岶可能峒峔峵ق医療峘質嵣安全面峘向上ك

• 経営面岵峳峬岝新入院患者峘獲得岝医薬品峘共同購入や重
複峃峵設備投資峘解消等峕峲峴岝相乗効果岶見込峫峵

出所：滋賀県地域医療構想峘概要

• 一体化峕峲峴岝豊富峔症例数嵣様々峔疾患峼効率峲岹学峣峵研修崟崡崮嵈峘構築岶可能峒峔峴岝市長岶
目指峃岣医師峕峒峍峐峬魅力あ峵医療環境岤岶実現峑岷峵岞

䠄௧和䠐ᖺ長浜市議会９月定例会௦表質問䛻対す䜛市長答弁䜘䜚䠅

今回䛾病院再編䛿高度急性期䛛䜙過疎地䛾医療ま䛷䚸あ䜛意味䛷全䛶䛾医療䜢市民䛻必要䛺医療体制䛜切䜜目䛺く一体的䛻提供䛷䛝䜛䜒䛾䛻䛺䜛

䜘う䛻し䛯い䛸考え䛶います䚹こ䛾䜘う䛺整っ䛯医療環境䛿正直言いまし䛶䛿䚸他䛾地域䛻䛿見䜙䜜䛺い䜒䛾䛷あ䜚ます䚹䠄中略䠅医師୙足䛾中䛻あっ

䛶䜒優秀䛺医師䛾方䜢長期䛻渡っ䛶確保䛷䛝䜛可能性䛜生ま䜜䚸大学䛛䜙長浜䛾医療䜢選䜣䛷い䛯䛰け䜛チャンス䛾時期䛜来䛶い䜛䛸考え䛶います䚹



地方独立行政法人峒峔峍峉場合岝市内峑赤十字病院峼運営峁続岻峵こ峒峙極峫峐困難

経営形態崹崧嵤ン．ڮ－ڮ

公立病院峘経営形態崹崧嵤ン

地方独立行政法人峒日本赤十字社
日本赤十字社峙岝昭和27年峕制定さ島峉岣日本赤十字社法岤峕峲峴設立さ島峉認可法人峑あ峵岞
岣地方独立行政法人法岤峕基峏岷岝地方公共団体岶設立峃峵独立行政法人峕岝日本赤十字社峘法人格峼有峁峎峎
参画峃峵こ峒峙岝不可能峑あ峵峒考え峳島峵岞
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事業形態 地方独立行政法人 指定管理

病院گ
一体的運営
峘崌嵉嵤崠

〇嵉嵒崫崰
×崯嵉嵒崫崰

〇 い峄島峘経営形態峑峬岝病院設置者峒峁峐峘長浜市峘統治機能峙維持峑岷峵岞
〇 診療機能再編峼速や岵峕達成峁岝峨峉岝医師峘働岷方改革峕対応峑岷峵医師配置岶可能岞
〇 回復期病院峘医師確保峙岝圏域全体峑調整峑岷峵岞
△ い峄島峘場合峬職員移籍峘発生岝救命救急崣ン崧嵤峘整備岶必要岞
〇 普通交付税岶増加ق赤十字病院岵峳峘増床分ك
× 独立行政法人峕赤十字峙参画不可能岝事業譲渡岶必須
× 譲渡対価ق固定資産＋将来的事業利益峘推計＋峘島

峽代ك峘支払い岶発生岞ق固定資産算定峕あ峉峍峐峙時
価評価峕峲峵変動峼考慮ك

× 救急岝周産期岝精神岝原子力災害拠点病院岝災害救護
峼市民病院岶継続峃峵必要あ峴岞
→ 原子力岝災害救護峕対峁岝赤十字不在峘嵒崡崗(後述)

〇 民間峘経営手法等峕峲峵効率的病院運営岶期待峑岷峵岞
〇 雇用問題峙出向制度等峕峲峴緩和峁峔岶峳岝円滑峔診療

科移管峼実現峑岷峵岞
→△ 市立病院峘院長峙赤十字峢峘転籍岶必要岞

〇 ABC病院間峘収支不均衡峙岝指定管理内峑調整峑岷峵岞
→ 業績悪化嵒崡崗峙原則赤十字側岶負担岞

× 退職金峘支払い峘峉峫岝現金峼用意峃峵必要岶あ峵岞

日本赤十字社

経営形態崹崧嵤ン別．گ－ڮ 嵉嵒崫崰嵣崯嵉嵒崫崰ق市側岵峳見峉場合ك

指定管理
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診療崩嵤嵈峘移動

市立〇〇病院

長浜市

事業譲渡

診療崩嵤嵈峘移動

赤十字岶市立ڮ病院峘指定管理峼受託峁岝گ病院峼一体的峕運営



■原子力災害拠点病院
長浜赤十字病院峙基幹原子力災害拠点病院峒峁峐指定さ島峐岴峴岝令和گ年گ月峕峙国
峘補助金等峕峲峴岣原子力災害対策施設岤峼整備岞ق総事業費 約4.1億円ك
〇原子力災害拠点病院ق全国峑指定51施設峘う峋赤十字峙ڳ施設岞13.7％ك

原子力災害時峕被災地域峘原子力災害医療峘中心峒峔峍峐機能峃峵医療機関岞峨峉岝原子力災害医療派遣崩嵤嵈峼有峁岝
原子力災害時峕被災峁峉原子力災害対策重点区域内峘道府県内峕岴い峐救急医療等峼行う岞

〇原子力災害医療協力機関ق全国峑指定332施設峘う峋赤十字峙19施設岞5.7％ك
原子力災害時峕立地道府県等や原子力災害拠点病院岶行う原子力災害対策峕関峃峵協力峼行う岞

嵣 原子力災害対応峕峎い峐峙国策峒峁峐施設整備岶行わ島峐い峵峉峫岝事業継続峙必須岞
嵣 原子力災害発生時峕峙岣原子力災害医療派遣崩嵤嵈岤峼編成峁岝出動峃峵必要岶あ峵岞
嵣 峇峘峉峫岝平時岵峳教育研修岝訓練等峼実施峃峵必要あ峴岞赤十字峑峙毎年全国訓練峼実施岞
嵣 赤十字峙岣原子力災害峕岴岻峵救護活動崔崌崱嵑崌ン岤等峼制定峁岝全国峕崊崱崸崌崞嵤峼配置岞

■災害救護
嵣 災害救護峘拠点峒峔峵赤十字病院岶県内岵峳ڭ峎消失 →  医療崩嵤嵈峘受入機能峼有峃峵病院岶無岹峔峵岞
嵣 災害救護峙赤十字峘基幹事業峑あ峴岝全国峕多数峘救護用資機材岝車両等峼整備峁峐い峵岞
嵣 救護経験峼有峁峐い峵職員峬多岹岝毎年峘全国研修等峼通峁峐研鑽岞

岧国内災害救護実績ق令和گ年度ك岨
常備救護班：485班 4,954人／無線局：3,184局／救護車両：1,829台
災害時救護員出動数：1,690人／救援物資配分数：13,297個

市立長浜峬指定

岧参考岨 赤十字不在峘嵒崡崗ق原子力災害対応嵣災害救護ك

14



峕峎い峐ك案ق統合再編後峘運営方針．گ
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• 湖北病院峬含峫峉گ病院峼一体的峕運営峁峨峃岞

• 開設者峙引岷続岷岣長浜市長岤峑あ峴岝日本赤十字社峒市峑協議体峼作峴岝
岣長浜市病院事業中期経営計画岤峘実現峘峉峫峘各種施策峘実施峕協力峁峐い岷峨峃岞

• 赤十字崘嵓嵤崿峘崡崙嵤嵓嵉嵒崫崰岝崘嵓嵤崿経営峘崶ウ崷ウ峼活岵峁峉経営改善峘推進峕峲峴岝
一般会計繰入金峘縮減峼目指峁峨峃岞

• 滋賀医科大学地域医療教育研究拠点峘指定峼目指峁峨峃岞ق医師峊岻峑峔岹医学生峘充実峬見込峫峵ك

• 峔岶峙峨ڬ次コ嵃嵤崰事業峼引岷継岸岝切島目峔岹運営い峉峁峨峃岞

• A病院峘高度急性期機能峘強化峕峲峵急性期充実体制加算峘取得

• B嵣C病院峕峲峵地域包括崙崊崟崡崮嵈峘実現峢峘寄与
赤十字峙既峕複数施設峑指定管理峼受託峁峐岴峴岝病院閉鎖岝統合経験峬有峁峐い峨峃岞
指定管理要件等峘設定時岝実績峕基峏い峉事例紹介岝積極的峔提案峼い峉峁峨峃岞

峕峎い峐ك案ق統合再編後峘運営方針．ڭ－گ

■指定管理峒峔峍峉場合峘運営方針ق案ك

施設名 契約開始～契約締結済 契約期間 指定管理先
北見ق北海道ك H30.4～R10.3 10年 道立北見病院(70床)

峩峔峒ق神奈川ك H17.4～R17.3 30年 横浜市立峩峔峒赤十字病院(634床)

神戸ق兵庫ك H18.4～R6.3 (更新ڱ回) 3年 兵庫県災害医療崣ン崧嵤(30床)

相模原ق神奈川ك H18.4～R8.3 (更新گ回) 5年 市立青野原岝市立千木良岝市立藤野峘گ診療所ق全峐無床ك

岧参考岨指定管理受託先
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峕峎い峐ك案ق統合再編後峘運営方針．ڭ－گ

■赤十字崘嵓嵤崿峘強峩➀

● 崺 崰
✓ 医療崡崧崫崽不足時峙全国岵峳派遣調整

✓ 充実峁峉人材育成体制
- 崘嵓嵤崿内峑臨床研修指導医峼養成ق厚労省認定嵣3,193名ك

- 崘嵓嵤崿内峑特定看護師峼養成ق厚労省認定ك

- 崕嵋嵒崊開発嵑崨嵤峘導入峕峲峵継続的峔崕嵋嵒崊崊崫崿岶可能
- 国際赤十字峘一員峒峁峐岝国際救援要員峼育成

✓ BI崬嵤嵓峼活用峁峉定量的分析峕峲峵人員配置峘適正化

● 嵊 崶
✓ 大型医療機器岝医薬品岝医療材料等峘共同購入

✓ 嵁ン崩マ嵤崗峘共有峼活用峁峉価格交渉

✓ 設備投資基準峕峲峵過剰投資峘抑制

✓ 日赤崿嵑崌嵁嵤崰崾嵑ン崱(PB)峕峲峵低価格峔医療材料峘調達

✓ コロ崲禍等岝医療材料峘調達滞留時峙岝本部岶卸岵峳直接調達

＼日赤単独開催／

■日赤医学会総会2022

- 2022/10/6～10/7

- 旭川開催

- 参加規模 2,000人

- 演 題 数 約3,000題

＼PB崾嵑ン崱峘一例／

■汎用マ崡崗
価格：126円/箱(100枚)

■崊嵓コ嵤嵓崧崒嵓

■崿嵑崡崩崫崗崘ロ嵤崾
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峕峎い峐ك案ق統合再編後峘運営方針．ڭ－گ

■赤十字崘嵓嵤崿峘強峩②

● 峇峘他
✓ 医療峘質向上嵣医業事故峼未然峕防岺峉峫峘各種研修岝マ崳嵍崊嵓

✓ 臨床倫理峒医療対話峘研修会峼通峂峐岝嵉崯崋エ嵤崧嵤峼育成
✓ 災害時嵣感染症流行時峕峙全国岵峳医療崩嵤嵈峼派遣
✓ 本部機能峕峲峵崘嵓嵤崿崔崸崲ン崡峘構築
✓ 経営崯嵤崧峘集約峒利活用峕峲峵経営改善
✓ 地域峼支え峵嵄嵑ン崮崋崊峘存在

- 県内 地域奉仕団数 50団 団員数 13,921人
う峋長浜市内ق 9団岝1,820人ك※令和ڰ年گ月31日時点

- 県内 青少年赤十字加盟校 222校
う峋岝長浜市内ق 34校ك※令和ڰ年گ月31日時点

● 崓 崵
✓ 崘嵓嵤崿内峕無利子貸付制度あ峴
✓ 崕嵋崫崟嵍マ崵崠嵉ン崰峕峲峵崘嵓嵤崿内資金融通嵣有利子負債峘圧縮

✓ 赤十字峕対峃峵寄付峙公益法人寄付金峒峁峐税制優遇対象
✓ 財政規模 1.4兆円(東証崿嵑崌嵈上場企業売上高 115位 相当ك※

※参照元：https://ullet.com/search.html岝令和4年11月15日時点 県内赤十字病院峘外来受入数 23,075人
大津：12,416人／大津志賀：8,195人／長浜：2,464人
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新型コロ崲感染症対応峘峉峫岝横浜港峕停泊峁峉崗嵓嵤崢船峕乗峴込峪赤十字救護班

233,104人
كR4.9ق

滋賀県峘新型コロ崲感染症患者数ق累計ك

https://ullet.com/search.html


岧参考岨 日本赤十字社峘財政規模ق令和گ年度決算ك

日赤全体総額 1兆 4,534 億円
㸦歳出決算の合算㸧

血液事業特別会計

1,663億෇䠄11％䠅

社会福祉施設特別会計

146億෇䠄1％䠅

資金特別会計

305億෇䠄2％䠅

一般会計

412億෇䠄3％䠅

医療施設特別会計

䠍兆2,006億෇ 䠄83％䠅

◼ 一般会計

◼ 医療施設特別会計

◼ 血液事業特別会計

◼ 社会福祉施設特別会計

◼ 資金特別会計

歳入

460億෇

1兆3,193億෇

1,777億෇

191億෇

305億෇

歳出

412億෇

1兆2,006億෇

1,663億෇

146億෇

305億෇

差引額

48億෇

1,187億෇

113億෇

44億෇

0෇

合 計 1兆5,928億෇ 1兆4,534億෇ 1,393億෇

※䠍 次ᖺ度活動䛾䛯䜑䛾繰越金

※䠎 新型コロナウイルス感染症対応䛾䛯䜑病床確保補助金䠄約1,200億෇䠅䜢含䜐

※䠍

※䠍

※䠎

● 医療施設特別会計 (貸借対照表) 資産総額 1兆3,996 億෇䠄日赤全体䛾76％䠅

■ 資産
■ 負債

各会計䛾ෆ訳
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